
2020年8月3日
Ｊ.フロント リテイリング株式会社

※当社は２０１７年度から国際会計基準（ＩＦＲＳ）を任意適用しております。なお百貨店事業の店舗別売上高につきましては、引き続き

　従来の日本基準で開示します。

※数値は速報値のため、毎月中旬に発表している確定報とは誤差が生じることがあります。

※百貨店事業以外の事業も含めた連結ベースによる売上収益報告につきましては、ＩＦＲＳの確定値により毎月中旬に開示します。

■ 店舗別売上高対前年増減率（％）

店舗 店舗

　   大丸 心斎橋店 ▲51.2 ▲68.5 　    松坂屋 名古屋店 ▲15.0 ▲40.4

　   大丸 梅田店 ▲20.3 ▲52.6 　    松坂屋 上野店 ▲21.9 ▲33.1

　   大丸 東京店 ▲46.3 ▲64.6 　    松坂屋 静岡店 ▲19.8 ▲39.3

　   大丸 京都店  ▲22.0 ▲44.7 　    松坂屋 高槻店 ▲22.1 ▲39.3

　   大丸 神戸店 ▲10.1 ▲42.8 　    松坂屋 豊田店 ▲16.1 ▲35.7

　   大丸 須磨店 ▲7.5 ▲24.3 大丸松坂屋百貨店合計 ※3 ▲24.9 ▲48.5

　   大丸 芦屋店  ▲22.2 ▲44.3 （除く下関店） ▲26.4 ▲49.6

　   大丸 札幌店 ▲26.0 ▲50.0 （除く心斎橋店・下関店)※5 ▲22.3 ▲46.5

　   大丸 下関店  ※3 博多大丸 ▲23.2 ▲50.1

高知大丸 ▲7.4 ▲38.7

百貨店事業合計  ※3 ▲25.9 ▲49.4

(除く心斎橋店）  ※5 ▲22.2 ▲46.6

■大丸心斎橋店取扱高対前年増減率（％）　※4

店舗

　   大丸 心斎橋店 ▲42.5 ▲63.3

※注） 1.大丸山科店は、2019年3月末日をもって営業を終了いたしました。

　　　 2.㈱大丸松坂屋百貨店は、2020年3月1日付で㈱下関大丸を吸収合併いたしました。

　　　 3.合計の増減率は、大丸山科店の前年実績を除いております。
　 　  　山科店を含む3～7月度累計の増減率は、大丸松坂屋百貨店合計対前年▲48.6％減、百貨店事業合計同▲49.5％減。
　　　 4.2019年9月20日に大丸心斎橋店本館がオープンしたことに伴い、大丸心斎橋店は従来と比較し、賃貸面積が拡大しております。

         参考数値として、心斎橋店の商品売上高とテナント売上高を合計した取扱高の対前年増減率を記載しております。

       5.合計から、大丸心斎橋店の本年・前年実績を控除した増減率を記載しております。

■ 概　況

・ ３密回避の目的でセールを分散開催したことや、新型コロナウイルスの感染再拡大により外出を控える

傾向が強まったことで入店客数減少のマイナス影響を受け、衣料品を中心に苦戦した。

一方で、ラグジュアリーや宝飾などの生活に彩りを添える商品カテゴリが健闘した。

・ 大丸松坂屋百貨店合計では対前年▲24.9％減、関係百貨店を含めた百貨店事業合計では同▲25.9％減。

・ 大丸松坂屋百貨店合計の免税売上高(速報値)は対前年▲97.7％減（客数同▲99.2％減､客単価同175.5％増）。

　*注）免税売上高の本年実績には、大丸心斎橋店の定期賃貸借テナントの免税売上は含まれておりません。

【参考】７月度の大丸松坂屋百貨店合計の国内売上高（免税売上高の本年・前年実績を除く）は対前年▲18.0％減。
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お問い合わせ先 Ｊ.フロント リテイリング株式会社
（ＩＲ推進部） ０３－６８９５－０１７８
（グループ広報推進部） ０３－６８９５－０８１６


